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▌じゃおクラブ総会のお知らせ 

第 31 回通常総会はオンライン方式にて開催いたします。 

4 月 27 日締め切りで、通常総会を対面開催した場合の出欠を確認させていただきましたが、出席と

返事をいただいた方は 21 名で、事前に設定していた対面方式の開催条件の 25 名（会員の 20％）に達

しませんでした。この結果から、当初の予定通りオンライン方式に切り替えることにいたしました。 

お忙しい中、出欠の連絡にご協力いただきありがとうございました。また、出席と返事をいただいた

方は、対面方式の開催をご希望していらしたと思いますが、オンライン方式への切り替えについて、ご

理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

なお、第 31 回通常総会の議決権行使は、4 月 20 日（水）に、Web. アンケート形式（または議決権

行使ハガキ）をご案内いたしました。まだの方は期間内に投票をお願いします。 

開催日程・場所 

1. 開催日 2022 年 5 月 7 日（土） 

2. 第 31 回通常総会 13：00～14：30 オンライン方式 

※ オンライン方式への切り替えに伴い、懇親会は中止となります。 

※ オンライン開催に伴う Zoom 招待 URL は、別途メールにて送付します。 

対面開催した場合の参加希望集計結果 

4 月 19 日～27 日に総会の参加希望を伺いました。結果は以下の通りでした。 

出席 欠席 合計 

21 50 71 

※ 詳しい集計結果はホームページに掲載しています。 

  

https://jaoclub.com/
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▌事務局だより 
１．会員動向 

県央の田島忠明さんが 昨年 9 月 16 日逝去されました。永らくじゃおクラブの活動を支えてくださ

いました。心よりご冥福をお祈り申しあげます。 

4 月 1 日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

36 29 32 27 124 名（E グループ会員：112 名） 

3 月退会者 2 名 大野 耕一氏（湘南）、新保 英毅氏（多摩・田園） 

２．運営委員会報告 

4 月は、運営委員会は開催されませんでした。 

３．次回の運営委員会（予定） 

日時：2022 年 5 月 7 日（土） 10:30～11:30 オンライン開催 

議長：大出委員、書記：大出委員 

日時：2022 年 5 月 22 日（日） 10:00～12:00 オルタ館 201 会議室 

議長：大澤委員、書記：高橋委員 

４．オルタ館の事務所スペース撤退完了のお知らせ 

本年 1 月の臨時総会で承認されていました、オルタ館にあるじゃおクラブ事務所スペースの撤退に

関して、この 4 月 11 日をもって現地の片付け、諸手続きを含め全て完了しましたので、その経過

を以下の通りご報告いたします。 

4 月末をもって、事務所スペースは閉鎖されました。倉庫については、更に整理の必要があります。

なお、上記にはお忙しい中、会員 1 名、監事 1 名、運営委員 2 名の方が対応していただきました。

ありがとうございました。 

12 月 15 日（水） 事務所・倉庫内概略整理、廃棄・不用品袋詰め。 

1 月 27 日（木） 生活クラブ生協本部に「退室届」提出（退室 3 ヶ月前までに提出） 

3 月 31 日（木） 事務所・倉庫整理、要保管品を倉庫へ移動。可燃ごみ・プラごみ搬出。 

事務机のみ隣接事務所に譲渡。 

個人情報書類の細断は、ご厚意で隣接事務所に依頼。（処理確認済） 

率川会員の引取り品運搬。 

4 月 1 日（金） 廃棄物処理業者決定・依頼（武松商事㈱） 

   廃棄物最終整理（事務椅子・スティール棚 2・電子レンジ・木製台他） 

4 月 6 日（水）   武松商事㈱が引取り「産業廃棄物処理委託契約書」締結。 

4 月 11 日（月）   武松商事㈱に費用支払い。 
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▌特別寄稿 

大野耕一さんを偲んで 

畏友大野耕一さんが 3 月 5 日享年 87 歳で永眠されました。ここに大野さんと縁のあった皆様と共に

生前の元気な大野さんに想いを馳せ追悼したいと思います。 

大野さんは湘南の杉村さんの紹介で 1995 年 4 月、じゃお湘南の立ち上げを待ってじゃおクラブに入

会され、27 年の長きに渡りじゃおクラブの活動に貢献されました。活動の範囲は広く本部の運営委員を

6 年と監事 2 年をはじめとし他団体との交流、じゃおサロン、四木会（俳句）、CSS、ノーブルクラブ、

淡水会（絵画）、じゃおグリークラブ（合唱）、HP サークルの多岐に亘りました。特に他団体との交流

で 2006 年 2 月長野県飯島町七久保青壮年部の皆さんを東京にお招きした時、下町育ちの大野さんは率

先して銀座や浅草仲見世の散策、相撲稽古見物等を案内してくれました。また、じゃおサロンでは大野

さんのご尽力のもと「じゃお寄席」を立ち上げて、過去 4 回も桂笑生師匠（現在、桂文雀を襲名）にお

越し頂きました。 

多岐に渡る活動の中で大野さんが最も熱を入れたのは四木会（俳句）だったと思います。学生時代か

ら文才にたけ本を出すことが好きだったようで、2000 年 4 月に発足した四木会では熱心な会員として

幹事を努められ、奥様の明子さんも投句というかたちで参加されておりました。2012 年には喜寿を記

念して夫婦で合同句集を上梓しました。また大野さんは進んで「四木会月報」の校正を担当され誤字、

脱字、てにをは、句読点などを厳しくしチエック仲間内では「校正の鬼」と呼ばれる程でした。ホーム

ページや新会員募集のためのチラシの表現などについても的確な助言を受け大いに助かりました。 

また、CSS（Creative Senior-life Salon）には欠かさず参加し進んで講師を引き受けてくれました。

私の記憶に新しいのは 2013 年 9 月開催の「私の老い支度ノート」と、2016 年 2 月の「自分史 湘南暮

しを上梓して」の二つの講演でした。「私の老い支度ノート」では残された人生を楽しむ為の 10 章とエ

ンディングノートに載せる内容について説明しています。市販されている 20 数社のエンディングノー

トを紹介するなどの徹底ぶりで勉強家の大野さんに感嘆するばかりでした。「自分史 湘南暮しを上梓

して」では「旅の楽しみ」は三つあり、「計画する楽しみ」「旅そのもの」「旅の記録を作る楽しみ」だそ

うですが、「旅の記録」を残すための印刷から製本までをすべて自分でやるそうで驚きました。大野さん

は「旅」は夫婦二人で行くと決めています。旅先での体験を二人の共有財産にして後々まで語り合える

材料にしたいと言っていました。素晴らしいと思いました。 

彼は生れ故郷の東京都中央区湊町での生活を中心に編集した「下町育ち」と湘南に移り住んでからの

主として趣味の世界を描写した「湘南暮し」の 2 冊と 5 冊の「旅行記」を上梓しています。人生経験の

中のエピソードをエッセイ風に綴り、それに俳句を添えて「自分史的俳文集」としてまとめています。 

2020 年には「水彩スケッチ画集」を上梓しました。ご自身のホームページも作っていました。 

ノーブルクラブでのことですが「私の健康法」をメンバーが順番に披露することになりました。大野

さんには、7 種類の持病がありました。①甲状腺機能低下症 ②浸出性中耳炎 ③狭心症 ④高血圧⑤

過敏性腸症候群 ⑥肝嚢胞 ⑦前立腺肥大の七つですが、今日まで生きて来られたのは、暴飲暴食をせ

ず毎日の食事と薬の管理ができていたからだと言っていました。血圧や体重、歩数の記録を取る人は沢

山いますが、彼は血圧と歩数の記録はもとより、夕食のメニューをここ 10 年以上記録していました。

大野さんは昨年小腸がんの疑いで入院しました。小腸がんは患者数が極めて少ない希少がんの一つで国

立がん研究センターの推計では人口 10 万人に対し 1 年間に発症する人は男性で 2.61 人です。胃癌は男

性、146.7 人、大腸がんは男性 121.0 人です。初期に自覚症状が出にくく、小腸には通常の内視鏡は届
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かないので早期発見が難しく、進行した状況でみつかるのがほとんだそうです。大野さんは昨年暮れに

退院され自宅療養していました。1 月には本人と電話で話が出来ましたが、とても声がよわよわしく激

しくせき込んでいました。 

2 月 20 日頃電話した時はもう電話口に出られませんでした。奥様の話では病状は退院の時とくらべ

てあまり変わらないが、たいへん痩せて来た、食べ物が食べられなくなっていると聞いて私も覚悟した

のですが、まさかこれほど早く亡くなられるとは思いませんでした。大野さんにはもっと生きて欲しか

ったです。どうしてあなたは先に行ってしまったのか、健康管理をしっかりやっているのにどうして 10

万人に 3 人の難病にかかってしまったのか、訃報に接し、私は愕然として天を恨みました。畏友を失い、

悲しく寂しい思いをしながら 20 日が過ぎました。 

頂いた「水彩スケッチ画集」に大

野さんのしっかりした構図とやさし

い色使いを見ながら昔、淡水会で一

緒に水彩画を描いたことを思い出し

ました。そして思い直しました。大

野さんは愛する明子夫人と二人で豊

かな人生を楽しく生き切ったのだ。

企業戦士として活躍し、定年後は家

族のために、平塚の地域のために、

そしてじゃおクラブのために貢献し

たのだ。87 年間本当にご苦労さまでした。ゆっくり休んで下さい。掲載の写真は 2021 年 4 月 12 日四

木会小田原桜吟行直会(だるま料理店本店)の写真です。左最手前の方が大野さんです。最後に私の好き

な大野さんの俳句を紹介します。80 代の夫婦の心境をとらえた良い作品だと思います。 

 近頃は二人で一人福寿草 耕一 

（湘南 島村 忠男 記） 
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▌会員だより 

雑 感 

湘南 宇多村 紘一 

私は左肺を摘出して片肺の為、コロナ禍の巣篭りでここ 3 年電車やバスに乗ることも無く過ごしてい

る。依って然したる近況報告もなかったので表題となった。 

私の「じゃお」活動の一つに、入会翌年からの「四木会」があり、俳句に出会ったことである。俳句

には季語(季題)が必須である。俳句をするなかで「星明かり」と云う季語を見つけた。 

この季語は私を、灯火管制下の郷里の浜辺で見た、新月の夜の満天の星空の「星明かり」を思い出さ

せてくれた。その時の浜辺の星々はにじんだように大きく橙黄金色に輝き、浜辺の白砂も海も岬も後ろ

の山影も星明かりに浮かび上がって、それは息をのむような美しさだった。以来、傘寿の今日までこの

ような星明かりに出会っていない。 

また、「星明り」については子供の頃から三十数年たったロスアンゼルスの空を思い出す。それは空港

で眼下に何処までも続く橙黄金色の絨毯の様なナトリュム灯の明かりが見えた時で、幼かったあの頃に

似ているなと思った。（＊今思えば当時晴れてはいたが空中に湿気が多かったせいで橙黄金色のにじむ

星が出現したのかも知れないと考えられる。） 

当時ヨーロッパへの出張は、アラスカのアンカレッジ経由で何時も空港の窓からは、荒漠たる景色を

見ながらの旅だった。が、ゴルバチョフ政権になりソ連上空が飛べるようになってからは出張も楽にな

った。これはモスクワ経由便に乗りたまたまモスクワ空港に降りる機会が在った時のことだが、そこで

は空港職員が飛行機のトイレの汚物をホースで吹き散らしていた。また、空港ロビーは薄暗く売店もシ

ョウケースに缶詰を数個並べているだけのお粗末な状態であった。米国出張での空港の体験に比べて、

ソ連の貧しさを痛感した。その後夜間飛行で日本列島を眼下にしたが、白色光に輝く都市は日本の繁栄

を実感させるものであった。余談が長くなりましたが、首都圏近郷の団地に住いでは空も狭く、人工の

明かりで天の川もなかなか見ることができない。SDGs が叫ばれている昨今、環境の変化も影響してい

るのか「星明かり」を見る機会はすくなくなった。「星明り」という季語も最近では季寄せにも載らなく

なっている。（＊「星月夜」はある。） 

片肺というハンディのなか肺活量を鍛え 3000cc を越えたので、3 年間（73 歳～75 歳）で日本最高峰

五山を含む 3000m 級の山 21 座中 10 座を登頂した。高い山では一日の内に四季を体験出来る世界があ

ることも分かった。また、好天に登山しても夜半の嵐に遭遇することも度々あるが、満点の星に出会う

機会は下界よりも期待して良いようだ。 

涸沢や北穂高などでは、満天の星が望める山小屋と期待したのだが、涸沢では満天の星にもかかわら

ず、周りの色とりどりのテント村のランプの明かりが障害となった。また、北穂高では夜半の雨で残念

ながら見ることが出来なかった。しかし、北岳の山小屋からは満天の星空を堪能できた。だがそれは幼

い頃見た橙黄金色の星では無くすべて白色星であった。この時、宇宙ステーションと思われる人工衛星

が中天を白く輝きながらハイスピードで横切った。 

           “宙翔ける 衛星ひとつ 夜半の秋” 

余談になりますが、なぜ宇宙ステーションは落ちないのか？と思っていたところ、実は落ちながら回

っていると、大分前の新聞に紹介されていた。 

（＊高い塔の上から物を水平に投げ出すと少し離れたところに落ちる。投げ出す速さを大きくすると

より遠くに落ちる。それをさらに速くして約毎秒 7.9km にすると落ちる場所が 4 万 km も向こうにな
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る、つまり地球を一周してくるということになる。 これが人工衛星や宇宙ステーションで、落ちてはい

るがまだ落ちる場所がないのでそのまま回り続けている理由とのこと。 

この話を聞くと、高一の頃“直線とは無限大の半径を持つ円周の一部だ”などと云っていた畏友を思

い出した。地球も太陽の引力で落ちないスピードと距離で周回しているということで、宙の動きも神な

らぬニュートン以来のアインシュタインや多くの研究者により物理法則に従って動いていることが証

明されつつある。 

2022.02.22 新聞記事によるとビッグバンの膨張スピードが望遠鏡の観測力から 8%も速いと判明。 

銀河も秒速 67.36km で遠ざかっていると云う。天の川が見えづらいのもそのせいもあるのかもしれな

い。 

繰り返す歴史を感じながら、年金暮らしの知足安分生活者としては、このような神仏も遠のく知見に

めぐり逢えることも一興と思うこの頃だ。 

厚木の七沢石 

県央 今村 義宏 

私は厚木市西部の伊勢原市との境に近いところに住んでいます。車で 10 分程のところに、七沢地区

を経て日向薬師があります。この薬師は大山阿夫利神社とともに昔から参詣者でにぎわったところで、

私も散策やドライブで馴染み深い場所ですが、参道には石細工屋が多くあります。神社周辺には地元の

人の墓が多いので、墓石の製作が主業かと思っていました。ちょっと北には今は廃れた七沢の石切り場

があり、七沢石として江戸から昭和初期まで盛んに石材が産出された記録があります(1)。七沢石は凝灰

岩で、柔らかくて加工がしやすく、城砦などの構造材料より、墓石も含めて細工物の材料として需要が

多かったようです。そのせいか、道路沿いの石細工屋の店頭には、仏像だけでなく、各種の動物などを

削りだした芸術品と思わせる石像をならべています。七沢石について調べてみますと(1)、この地区には

桜で有名な長野県高遠（たかとう）出身の石工や、高遠で修行をした職人が多く居住していたそうです。

高遠は、城壁の石積みや、石像に使われる輝緑岩の産地として鎌倉時代から知られており、農耕に適さ

ない山間部なので、石の加工を生業とする優れた職人が多いときは 2000 人程いたとあります(2)。幕末、

高遠蕃の財政の 3 割近くは、全国に出稼ぎに行っていた石工から徴収した運上金であったということも

驚きです。私の住んでいる地区は、旧大山街道が通っており、道筋には随所に、かなり古そうな石の庚

申塚、仏像、道標があり、何故「こんなに多いのか」と以前から不思議に思っていましたが、その疑問

が解けました。また高遠との関係まで分かり、10 年ほど前に桜の花見に行った彼の地を思い出しており

ます。 

参考資料 

(1)七沢石：平塚市博物館 (hirahaku.jp) 

(2)高遠の石工：高遠石工:伊那市公式ホームページ (inacity.jp) 

  

https://hirahaku.jp/web_yomimono/geomado/sekiz18.html
https://hirahaku.jp/web_yomimono/geomado/sekiz18.html
https://www.inacity.jp/kurashi/shogaigakushu_bunka/bunka/takatoishiku.html
https://www.inacity.jp/kurashi/shogaigakushu_bunka/bunka/takatoishiku.html
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▌じゃお湘南 

じゃお農園のお花見会 

4 月 6 日（水）、じゃお湘南設立 20 周年を記念して植樹した満開の吉野桜の下で、ささやかな農園お

花見会を開きました。チャレンジ農園から自家製の長椅子を運び込みお酒は飲まずに各自持参の弁当を

食べました。 

コロナ禍のためしばらく唱和しなかった「じゃお

湘南賛歌」を安田さんの IC レコーダーから再生して

歌詞を見ながら全員で軽く口ずさんでみました。こ

の歌は当時の私達の四季の活動を素直に表現してい

ます。湘南の故米木達男さんの作詞にじゃお湘南と

18 年の長きに亘って交流があったボランティアグ

ループ「ギターアンサンブルハーバーライト」の箭

中滋さんが曲をつけ、1999 年 12 月オルタ館で開催

したじゃおクラブ忘年会に初めて披露されました。

今回、安田さんの IC レコーダーから再生したものは

女声ですがハーバーライトの渋谷まり子さんの声で、この方は「じゃお湘南賛歌」が誕生したとき湘南

会員に歌唱指導をしてくれた方です。 

「じゃお湘南賛歌」誕生の経緯を皆さんにお話ししま

したが、コロナが収束してこの歌を大声で歌える日が

来ることを願いつつ「農園お花見会」を終えました。 

この度 22 年前に録音したカセットテープを安田さ

んが修復して IC レコーダーに吹き替えて頂きました。

そして世話役・アドバイザー23 名全員に共有して頂

くため E メールに添付して「録音」と「歌詞」を送り

ました。この歌が新しい生命を貰い後世に歌いつなげ

ることが出来たのでたいへん感謝しております。 

（湘南 島村 忠男 記・増田 勝男 写真） 
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▌じゃおベイサイド 

今年も待っていました！～ベイサイド 2022 花見記 

桜の花がほころぶと、人は心がうきうきしてきます。私もその中の一人です。どこの桜に会いに行く

か？そう、おなじみの根岸森林公園です。 

問題はいつにするかです。年が明けた 1 月の末から検討はスタートします。先ずそのころ発表される

“今年の桜の開花予想“です。2 月になれば、何回も開花予想が更新されます。そのたびに一喜一憂し

ます。横浜では開花してから約 1 週間で満開になります。そして満開前後 1 週間が、お花見に絶好です。

土日は堅気の方が多く、混みます。我々暇人はその日は避けます。最近は火曜日あたりを第一候補にし、

世話人会で皆さんの都合を聞き、参加者の多い日に決め、予備日を設けます。過去 10 回以上この催し

を続けてきましたが、当日雨で変更した年、当日朝 7 時まで雨が降っていて、10 時頃には陽が出て、絶

好のお花見日和になった年、中止した年、桜が三分咲きだった年。いろんな年がありました。 

また花見に付き物の酒、肴についてです。始まり

は、一品持ち寄りでしたが、次は料理教室で鍛えた腕

で、仕上げた一品の持ち寄りでしたが、参加者ではな

く奥さん方への負担となり、次は幹事が市販のもの

を買い求めて、持参するスタイルになり、ここ数年の

コロナ禍では箸を使っての食事は避け、乾きものだ

けと、いろいろ変遷がありました。・・・ということ

で、2022 年の花見は 3/29（火）に開催されました。 

当日は花冷えで、酒は熱燗。肴はおでんがぴったり

の天候でした。ですが花見を待ち望んだ方が 12 名参加し、”春は名のみの風の寒さや～“でしたが，皆、

久しぶりの顔合わせで、寒さも吹き飛ばす熱気いっぱいの様子でした。花見には酒、肴、おしゃべりが

必須です。勿論桜の花もですが！皆おたがいの元気な顔を確認し、しばしの時を過ごしました。帰りに

恒例のドルフィンでの珈琲はできませんでしたが、たまたま根岸駅前のファミリーレストランで二次会

を行いました。来年のお花見が待たれる一日でした。 

 世の中に たえて桜の なかりせば 春の心は のどけからまし 

（ベイサイド 真島 記・諏訪 写真） 
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落語鑑賞会（第 17回） 

（2022 年 4 月 16 日開催） 

 

久しぶりに笑いが戻りました。「横浜 YWCA」主催のチャリティ落語会、4 月 16 日に開催され、じゃ

おからは 11 名の参加がありました。 元々1 月下旬に開催を予定されていましたが、オミクロン株の影

響で延期、150 名収容のホールに 40 名限定で何とか開催となりました。 

柳亭燕路師匠の高座は、一昨年に弟子の「柳亭こみ

ち」の席が入ったため 2019 年 1 月以来の 3 年 3 か

月ぶり。3 年も経つと師匠も心なしか齢をとられたな

といった感じ、こちらも同じように齢をとっている

ことに成りますが。 

にわか仕立ての演台に上がり開口一番、YWCA か

ら 3 年間もお呼びがかからなかったので弟子の「こ

みち」にお株を奪われたのではないのかと心配をし

ていた、落語家もこの 2 年間はコロナ禍で大変、高

座がないのだからどうしようもない。リモート落語

なるものもやったが、「観客」が見えないのだから何

ともやりにくい。最近はコロナも少し収まってきた

ので、豪華客船からお呼びがかかったりしている、な

どととりとめのない話をしている間に一席目の「呑める」が始まりました。 

「呑める」が口癖の男と「つまらん」が口癖の男。お互いの口ぐせ言ったほうが負けに 1 円をかける

話で、今回の YWCA 落語会のテーマ「なくて七癖」に合わせた演目でした。 

10 分間の中休みのあとの 2 席目は「片棒」でした。吝兵衛（けちべい）さんが３人息子の誰に身代を

譲ったら良いのかを､自分の葬式をどのようにしてくれるかで判断をしようという魂胆。長男、二男は

派手にお金を散財しての葬式に対し、三男はおやじ譲りのケチでともかくお金を使わない葬式を提案。

最期の棺桶の担ぎ手の場面で費用を倹約するために、三男ともう一方の「片棒」は、吝兵衛さん自身が

担ぐと言い出すのがオチ。式を賑やかに行いたいとの二男の場面で出てくるお囃子の篠笛、太鼓、摺り

鉦などを口真似で演ずる所が見せ場。テテンツクテンテンテンピーヒャララと身振り、手ぶり、口振り

は見事。久しぶりに笑わせてもらいました。 

そのあとは有志７人で「中華街」へ。おりしもベイスターズの試合日、人混みの少ない中華街入口の

店で控えめに乾杯。 

（ベイサイド 諏訪 記・写真） 
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▌じゃお多摩・田園 

お花見の穴場『ビオトピア』を訪ねる 

～グラファーズ 4月度撮影会～ 

新型コロナの影響によりしばらく撮影会は、中止せざるを得なく今回は 4 カ月ぶりのメンバー揃って

の撮影会になりました。4 月 5 日に実施です。 

場所は、神奈川県足柄上郡大井町にある『ビオトピア』で最初に聞いたとき、えっ何のどんな施設な

のと考えたほどあまり有名でないところでした。 

そこで神奈川県のホームページを見てみると「未病についての情報発信機能や地域の活性化につなげ

るための『にぎわい』の創出機能などを持つ施設として、株式会社ブルックスホールディングスが整備・

運営を担っており、段階的に整備が行われています。」とあります。 

これでも、よくわかりませんが、とにかく我々はこの季節、満開の桜が撮影できればとの思いで訪問

しました。 

前日、前々日は雨が降り肌寒い天気でしたが、この

日はグラファーズメンバーの日ごろの行いが良いせ

いか、快晴で正に撮影日和となりました。 

到着して改めて感じたのは、あちらこちらで言わ

れるように、ここは綺麗なサクラや他の植物を鑑賞

する穴場だということです。平日ではありましたが

人混みも少なくゆっくり鑑賞、撮影することが出来

ました。 

サクラを撮影するとなると、やはりアップか引く

か、バックは空かあるいは黄色でにぎやかな菜の花

にするかとか、いろいろ考えしまいます。 

ここには、例えば樹齢何百年の大木のサクラとか 1 本で姿良く枝垂れたりする、いわゆる『映える（ば

える）』木がありませんでしたので、それは残念でした。しかしながら却って花のアップや手前やバック

をボカしたりして色々工夫しながら撮影しました。 

帰宅後気が付いたのですが、近くに望める富士山を配したショットも撮ればよかったと。 

メンバーの力作がホームページにアップされていますので、是非ご覧ください。（こちらのギャラリ

ーは毎月更新されて、最新の写真が掲載されています。） 

https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/ 

（多摩・田園 露木 茂良 記・写真） 
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